
※非常持ち出し品は、リュックサック等両手が自由に動かせるものに入れ、いつでもすぐに持ち出せる場所に置いておきましょう。
　家族構成を考え必要最小限に絞り込み、一度背負ってみましょう。また、少なくとも年に一度は点検しましょう。
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■家の付近の危険な場所や避難場所を確認しましょう。
■避難経路は1つではなく、通行できない場合に備えて
複数決めておきましょう。
■避難場所や避難経路等をイラスト等で簡単にあらわ
した「我が家の防災マップ」を作成しましょう。

　災害に備えた各家庭での重要な取組みと
して、非常食の備蓄が挙げられます。
　非常食の備蓄というと、「3年以上の長期
保存ができる食糧を大量に買い込んで保存
しておく」ことだと想像しがちです。
　これはごく一般的な方法ですが、「気付け
ばいつの間にか賞味期限が過ぎていて、結
局全て破棄した」ということもあります。
　そんな中、新しい考え方「ローテーション
備蓄(ローリングストック)」が生まれました。
これは、長期保存ができる非常食をその賞
味期限まで食べずに置いておくという考え
方ではなく、非常食(レトルト食品など)を定
期的(日常的)に食べて、食べたら買い足すと
いう行為を繰り返し、常に新しい非常食(レト
ルト食品など)が備蓄されている状態にする
というものです。
　この方法を実践すれば「非常食」が日常化
し、定期的に防災のことを意識するという効
果もあります。

　災害時避難所に備蓄されている非常食は、決して十分な量ではありません。
非常食と水は最低でも3日分、できれば1週間分を各家庭で備蓄してもらうよ
う、区役所から区民の皆さんにお願いしているところです。
　日頃から防災意識を高くもち、いつ起きるかわからない災害に備えましょう。
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